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あなたとまちを
つなぐ情報紙

　「やった！きれいに四角くできた」、「早くおにぎりに巻きた
い！」。荒尾干潟水鳥・湿地センターに響く歓声。これは 2月 22
日に開催した海苔の手すき体験の一幕です。木枠と御

み す

簾を使った
昔ながらの製法は初めての体験者も多く、子どもも大人もワクワ
クを隠せません。体験前にはセンター内で海苔養殖についても学
習した約 20 人の参加者たちは、海苔の生産地として貴重な環境
が守られている荒尾干潟の大切さを、知識と体験の両面から学び
ました。娘の悠

ゆ う き

希さんと参加した境
さかい

杏
きょうこ

子さんは、「いろいろと自分
で作るのが好きな娘に、普段食べている海苔がどうやってできる
のかを体験させられて良かった」と頬を緩めていました。

荒

尾
干潟の恵みで

世

界
に
一枚！ 私の海苔づくり
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